
基礎調査結果の中間報告 
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第２回小平市農業振興計画検討委員会 

【資料②-1平成２８年１２月２０日（火）】 
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1. 市民意識調査結果 

2. 事業所動向調査 

3. 農家意向調査 

4. ヒアリング調査結果 

発表内容 

http://www.city.kodaira.tokyo.jp 
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回答数 回収率 

市民意識調査 635件 31.8％ 

事業所動向調査 377件 37.7％ 

農家意向調査 294件 84.0％ 

調査回収率 
• 期間ー2016年10月1日～2016年11月30日の約2か月 

 

詳細は【資料②-２】基礎調査結果の概要 参照 
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1．市民意識調査結果 
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10代 20代 30代 40代 50代 60代 
70代 

以上 
計 

1人暮らし 1 9 6 9 13 10 25 73 

その他 2 5 8 2 9 7 33 

親子二世代 9 64 50 63 43 45 38 312 

祖父母親子三世代 2 2 5 3 5 6 1 24 

夫婦のみ 8 14 9 28 56 76 191 

総計 12 85 80 92 91 126 148 635 

回答者属性 

• 親子二世代の核家族が多い 

 

• 回答者の43％は60歳以上 

• 家族構成は親子の2世代家族が
49％、夫婦のみの世帯が30% 

• 20年以上の居住者が43％ 
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1. 自宅 

8% 
2. 小平市

内 

12% 

3. 多摩地

域（23区

以外の東

京都） 

18% 

4. 東京都

23区内 

21% 

５. 他県 

4% 

６. 無職 

25% 

7. その他 

[パーセン

テージ] 
(空白) 

10% 

勤め先 

回答者属性 

• 年収200万円以上～
400万円未満が最多 

• 就業者のうち、多摩
地域で働いている人
は60% 
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1 2 3 4

(ア) 市外から訪れる人が増える 

(イ) 市民同士のつながりが密になる 

(ウ) 公共交通の利便性が増す 

(エ) 事業をしやすい・始めやすい… 

(オ) 市内に事業所・勤め先が増える 

(カ) 商業施設が充実する 

(キ) 商店街が魅力的になる 

(ク) レジャー・スポーツ施設が充… 

(ケ) 祭りやイベントが充実する 

(コ) 街並み・景観が良くなる 

(サ) 観光拠点や宿泊施設が充実する 

(シ) 子育て・教育環境が充実する 

(ス) 生涯学習環境が充実する 

(セ) 医療・介護環境が充実する 

（ソ） 自然や農との関わりが増える 

市民の暮らしを豊かにする変化 
n=612 

まちづくりの課題 

• 自然や農   →高 

• 商店街の充実 →低 

• 観光拠点   →低 

• 事業のしやすさの課題 

• 商店街の改善の課題 

• 観光拠点の課題 

1 2 3 4

(ア) 市外から訪れる人が多い 

(イ) 市民同士のつながりが密… 

(ウ) 公共交通の利便性が高い 

(エ) 事業をしやすい・始めや… 

(オ) 市内に事業所・勤め先が… 

(カ) 商業施設が充実している 

(キ) 商店街が魅力的である 

(ク) レジャー・スポーツ施設… 

(ケ) 祭りやイベントが充実し… 

(コ) 街並み・景観が良い 

(サ) 観光拠点や宿泊施設が充… 

(シ) 子育て・教育環境が充実… 

(ス) 生涯学習環境が充実して… 

(セ) 医療・介護環境が充実し… 

(ソ) 自然や農との関わりが多い 

小平市のまちの現状 
n=614 

（ア） 市外から訪れる人が多い

（イ）
市民同士のつながりが
　密である

（ウ） 公共交通の利便性が高い

（エ）
事業をしやすい・
　始めやすい環境である

（オ） 市内に事業所・勤め先が多い

（カ） 商業施設が充実している

（キ） 商店街が魅力的である

（ク）
レジャー・スポーツ施設が
　充実している

（ケ） 祭りやイベントが充実している

（コ） 街並み・景観が良い

（サ）
観光拠点や宿泊施設が
　充実している

（シ）
子育て・教育環境が
　充実している

（ス） 生涯学習環境が充実している

（セ）
医療・介護環境が
　充実している

（ソ） 自然や農との関わりが多い

（ア） 市外から訪れる人が増える

（イ）
市民同士のつながりが
　密になる

（ウ） 公共交通の利便性が増す

（エ）
事業をしやすい・
　始めやすい環境になる

（オ）
市内に事業所・
　勤め先が増える

（カ） 商業施設が充実する

（キ） 商店街が魅力的になる

（ク）
レジャー・スポーツ施設が
　充実する

（ケ） 祭りやイベントが充実する

（コ） 街並み・景観が良くなる

（サ）
観光拠点や宿泊施設が
　充実する

（シ）
子育て・教育環境が
　充実する

（ス） 生涯学習環境が充実する

（セ） 医療・介護環境が充実する

（ソ） 自然や農との関わりが増える

やや 

あてはまる 

あまり 

あてはまらない 

非常に 

あてはまる 
全く 

あてはまらない 
やや 

あてはまる 

あまり 

あてはまらない 

非常に 

あてはまる 
全く 

あてはまらない 
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購買行動（生鮮食品） 

• 小平市内の身近な場所で購入 

• 小平市東部の住民は新宿や吉祥寺でも購入 
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購買行動（服） 

• 新宿や吉祥寺などの都心方面 

• 立川や国分寺などの中央線沿線 
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購買行動（娯楽・レジャー） 

• 新宿や吉祥寺、立川などの中央線沿線 

• 小平市内では相対的に消費されていない 



市民と農業 

• 地産地消、安全 →高 

• 自然環境    →高 

• 農業体験    →高 

1 2 3 4
(ア) 農産物の色や形などの見栄えが

良くなる 

(イ) 価格が安くなる 

(ウ) 安全な栽培方法であることが明

示される 

(エ) 生産者についての詳しい情報が

明示される 

(オ) 徒歩圏内に直売所ができる 

(カ) 直売所の営業時間・営業日数が

延長される 

(キ) 直売所が農産物以外の商品も扱

うようになる 

（ク）スーパーなどで小平産の農産

物を購入できる 

農産物購入条件 
n=591 

0 100 200 300 400 500 600

10. その他 

 9. 特に期待していない 

 7. ヒートアイランド現象の… 

 8. 有機資源の堆肥化による… 

 6. 災害時の避難場所などの… 

    5. 農作業を通じた交流・リ… 

    4. 子どもの教育や農業体験 

    3. 自然環境の保全やまちの… 

    2. 農薬や化学肥料の使用を… 

    1. 地産地消による新鮮な農… 

市内の農業に期待すること 
n=613 

（ア）
農産物の色や形などの
　見栄えが良くなる

（イ） 価格が安くなる

（ウ）
安全な栽培方法であることが
　明示される

（エ）
生産者についての詳しい
　情報が明示される

（オ） 徒歩圏内に直売所ができる

（カ）
直売所の営業時間・
　営業日数が延長される

（キ）
直売所が農産物以外の
　商品も扱うようになる

（ク）
スーパーなどで小平産の
　農産物を購入できる

• 購入条件 

– スーパー、徒歩圏など
身近な場所で購入希望 

1.
地産地消による新鮮な
　農産物の供給

2.
農薬や化学肥料の使用を
　減らした安全な農産物の供給

3.
自然環境の保全やまちの
　景観の維持

4. 子どもの教育や農業体験

5.
農作業を通じた交流・
　リフレッシュの場としての機能

6.
災害時の避難場所などの
　防災機能

7. ヒートアイランド現象の緩和機能

8.
有機資源の堆肥化による
　リサイクル機能

9. 特に期待していない

10. その他

11 

やや 

あてはまる 

あまり 

あてはまらない 

非常に 

あてはまる 
全く 

あてはまらない 

（回答数） 
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観光の課題 

• 食べ物の評価、玉川上水などの自然→高 
商店街の賑わいとPR→低 

0 50 100 150 200 250 300 350

    6. こだいらオープンガーデン 

21. その他 

11. 情報通信研究機構展示室 

13. なかまちテラス 

    7. コダイラブランド 

10. 齋藤素巌・彫刻の小径 

12. 鈴木遺跡資料館 

22. 特になし 

    9. こもれびの足湯 

17. ブリヂストンＴＯＤＡＹ 

    2. 温浴施設 

    3. GAS MUSEUM

19. ふれあい下水道館 

14. 日本一丸ポスト 

15. 農産物直売所 

20. ルネこだいら 

    4. 糧うどん 

    1. ＦＣ東京小平グランド 

16. 平櫛田中彫刻美術館 

    8. 小平ふるさと村 

18. ブルーベリー 

    5. 小平グリーンロード 

PRしたい市内の観光スポット 
n=611 

5. 小平グリーンロード

18. ブルーベリー

8. 小平ふるさと村

16. 平櫛田中彫刻美術館

1. FC東京小平グランド

4. 糧うどん

20. ルネこだいら

15. 農産物直売所

14. 日本一丸ポスト

19. ふれあい下水道館

3. GAS MUSIUM

2. 温浴施設

17. ブリジストンTODAY

9. こもれびの足湯

22. 特になし

12. 鈴木遺跡資料館

10. 齋藤素巌・彫刻の小径

7. コダイラブランド

13. なかまちテラス

11. 情報通信機構展示室

21. その他

6. こだいらオープンガーデン

（回答数） 

自由記述回答から抽出した 

小平市の観光についてのワードクラウド 
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雇用の課題 

• 収入、精神的な負担が課題 

• 通勤時間の長さ→精神的な負担の理由の一つ 

 

雇用環境
の課題×
年齢性別

    1. やり
がいを感じ
られない

    2. 専門
的な資格・
技能を活
かせない

    3. 安定
した収入を
得られな
い

    4. 収入
が少ない

    5. 自分
の都合の
よい時間
に働けな
い

    6. 勤務
時間や労
働日数が
多すぎる

    7. 残業
が多すぎ
る

    8. 通勤
時間が長
い

    9. 体力
的な負担
が大きい

10. 精神
的な負担
が大きい

11. その
他

12. 特に
課題はな
い

回答数

0% 0% 0% 50% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 50% 100%
0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 2

7% 0% 7% 57% 0% 29% 21% 50% 0% 0% 0% 29% 100%
1 0 1 8 0 4 3 7 0 0 0 4 14

0% 0% 7% 38% 3% 28% 45% 24% 24% 55% 7% 7% 100%
0 0 2 11 1 8 13 7 7 16 2 2 29

19% 5% 5% 26% 5% 14% 26% 37% 12% 44% 5% 19% 100%
8 2 2 11 2 6 11 16 5 19 2 8 43

15% 6% 6% 18% 6% 12% 15% 35% 21% 35% 3% 24% 100%
5 2 2 6 2 4 5 12 7 12 1 8 34

3% 3% 20% 29% 3% 14% 0% 34% 26% 11% 11% 40% 100%
1 1 7 10 1 5 0 12 9 4 4 14 35

7% 0% 7% 14% 7% 0% 0% 14% 0% 0% 7% 79% 100%

1 0 1 2 1 0 0 2 0 0 1 11 14

0% 0% 0% 0% 0% 100% 100% 0% 0% 100% 0% 0% 100%
0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1

7% 4% 15% 37% 15% 19% 22% 41% 37% 37% 11% 19% 100%
2 1 4 10 4 5 6 11 10 10 3 5 27

17% 6% 9% 40% 9% 17% 20% 40% 31% 31% 6% 9% 100%
6 2 3 14 3 6 7 14 11 11 2 3 35

4% 9% 17% 26% 4% 4% 22% 22% 35% 39% 0% 30% 100%
1 2 4 6 1 1 5 5 8 9 0 7 23

3% 3% 10% 32% 3% 10% 6% 13% 23% 26% 10% 29% 100%
1 1 3 10 1 3 2 4 7 8 3 9 31

10% 5% 10% 20% 10% 5% 5% 15% 30% 35% 0% 35% 100%
2 1 2 4 2 1 1 3 6 7 0 7 20

0% 33% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 67% 100%

0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 3

10代男性

20代男性

30代男性

40代男性

50代男性

60代男性

70代以上
男性

10代女性

20代女性

30代女性

40代女性

50代女性

60代女性

70代以上
女性
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就労意欲 

• 30代、40代女性の就労意欲 
– パート、アルバイトの希望 

• 雇用の課題との関連 
– 近隣での就労を希望 

※10代は18歳以上に限定 

1. 働きた
い（正社
員）

2. 働きた
い（パー
ト・アルバ
イト）

3. 働きたく
ない

回答数
1. 働きた
い（正社
員）

2. 働きた
い（パー
ト・アルバ
イト）

3. 働きたく
ない

回答数

10代男性 50% 33% 17% 100% 10代女性 33% 33% 33% 100%
3 2 1 6 1 1 1 3

20代男性 71% 18% 12% 100% 20代女性 56% 33% 11% 100%
12 3 2 17 10 6 2 18

30代男性 100% 0% 0% 100% 30代女性 13% 75% 13% 100%
1 0 0 1 2 12 2 16

40代男性 67% 33% 0% 100% 40代女性 6% 76% 18% 100%
2 1 0 3 1 13 3 17

50代男性 33% 67% 0% 100% 50代女性 11% 47% 42% 100%
1 2 0 3 2 9 8 19

60代男性 13% 25% 63% 100% 60代女性 3% 28% 69% 100%
2 4 10 16 1 9 22 32

70代以上 4% 32% 64% 100% 70代以上 3% 24% 73% 100%
男性 2 15 30 47 女性 1 8 24 33



• 商業 

– 生鮮食品は近隣で多く購入されている 

– 市民は商業施設や商店街の充実を望んでいる 

• 農業 

– 市民の購買希望と流通のミスマッチ 

– 体験農園などの農とのかかわり 

• 観光 

– グリーンロードなどの身近な自然が評価されている 

• 雇用 

– 働き方については年齢別、性別による意識差 

– 通勤時間の長さが精神的な負担になっている可能性 

 

市民意識調査まとめ 

15 
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2．事業所動向調査 
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従業者数合計 
n=343 

（回答数） 
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従業員のうち小平市内に居住
している人の割合 

47.8％ 

従業員の平均年齢 48.6歳 

回答数 336 

回答企業属性 

• 事業所動向調査回答企業
数=377社 
– うち221社は従業員数10名

未満  

 

• 従業者 

– 約半数は小平市に居住 
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回答企業属性 

• 回答事業者の業種 
– 建設業125社が最多の業種 

– 卸売り、小売業が64社で2位 

– 製造業は38社 

 

 

• 経費の課題→やや高 

 

10. 宿泊業、

飲食サービス

業 11. 生活関連

サービス業、

娯楽業  

12. 教育、学習

支援業 

13. 医療、福

祉 

14. その他の

サービス業 

2. 建設業 

3. 製造業 

4. 情報通信業 

5. 運輸業、郵便

業 

6. 卸売業、小

売業 

7. 金融業、保険

業 

8. 不動産業、

物品賃貸業 

9. 学術研究、専

門・技術サービ

ス業 

業種 
n=358 

1 2 3 4 5

(ア)売上高 

(イ)粗利益 

(ウ)経費  

(エ)営業利益 

(オ)従業員数①全体 

(オ)従業員数②正社員 

(オ)従業員数③ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ 

(カ)設備投資額 

直近3年間の動向 
n=367 

やや 

増加傾向 
横ばい 増加傾向 

やや 

減少傾向 
減少傾向 
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0人 1～5人
6～10
人

11～20
人

21～
100人

100～
500人

500人
以上

(空白) 総計

2. 建設業 0 7 1 5 1 13 0 0 14
3. 製造業 1 0 0 0 4 0 1 0 6
5. 運輸業、郵
便業

0 0 0 0 0 1 0 0 1

6. 卸売業、小
売業

0 2 0 0 0 2 0 1 3

8. 不動産業、
物品賃貸業

0 2 0 0 0 2 0 0 2

9. 学術研究、
専門・技術サー
ビス業

0 3 1 0 0 5 0 0 5

10. 宿泊業、飲
食サービス業

0 0 0 2 0 2 0 0 2

12. 教育、学習
支援業

0 1 0 0 1 2 0 0 3

13. 医療、福祉 0 1 1 0 3 3 0 1 7
14. その他の
サービス業

0 2 0 0 1 2 0 1 4

(空白) 0 0 0 0 0 0 0 0 0
総計 1 18 3 7 10 32 1 3 47

積極的な経営を行っている企業 

• アンケートから積極的な経営を行っている企
業として50社を抽出※ 

– 従業員数100人以上の企業と、従業員数1～5人の小
規模な企業に積極的な企業が多い 

※積極的な経営を行っている企業の定義 
 
(イ) 小平市における新規顧客の開拓 

(ウ) 隣接自治体における新規顧客開拓  

(エ) 上記(イ)(ウ)以外の国内における新規顧客の開拓 

(オ) 海外の新規顧客の開拓 

(ケ) 新製品・サービスの研究・開発 

(コ) 業務のIT化・合理化 

(サ) 人材の採用・育成 

(シ) 新店舗・新工場・研究開発拠点 

(ス) 既存設備、建物・工場の更新 

(セ) 産学連携による研究開発の実施 

(ソ) Ｍ＆Ａによる企業買収 

(タ）新規事業の開発 

の項目で平均3.5以上の企業 
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経営課題について 

• 売上、人材確保→高 
• 積極的企業では売上の停滞

よりも人手不足がより大き
な課題 

• 既存の顧客との関係強化 

• 市内企業の開拓 

• 経費引き下げ 

• 海外展開、M&Aには消極的 

 

1 2 3 4 5

（ア）既存顧客との関係強化 

（イ）小平市における新規顧客の開拓 

（ウ）隣接自治体における新規顧客開拓 

（エ）国内における新規顧客の開拓 

（オ）海外の新規顧客の開拓 

（カ）仕入価格の引き下げ 

（キ）人件費の引き下げ 

（ク）諸経費の引き下げ 

（ケ）新製品・サービスの研究・開発 

（コ）業務のIT化・合理化 

（サ）人材の採用・育成 

（シ）新店舗・新工場・研究開発拠点 

（ス）既存設備、建物・工場の更新 

（セ）産学連携による研究開発の実施 

（ソ）M&Aによる企業買収 

（タ）新規事業の開発 

経営上の取り組み 

全体 積極的企業 

n=356 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1.売上の停滞・減少 

10.人手不足、人材の確保難 

4.他社との競争の激化 

11.従業員の高齢化 

6.人件費の増加 

2.販売先の減少 

5.仕入価格の上昇 

9.設備・機械の老朽化 

8.店舗・工場・事務所の狭小化・老朽化 

7.人件費以外の経費増加 

14.資金繰りの悪化 

13.業務のIT化・合理化の遅れ 

3.商圏人口の減少 

15.為替レートの変動 

16.その他 

12.製品・サービス・技術の陳腐化 

事業経営上の課題 

全体 積極的企業 

n=374 
やや 

重視している 
どちらとも 

言えない 

非常に 

重視している 
あまり 

重視していない 
まったく 

重視していない 
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    1. 事業承継

予定であり、

既に後継者が

決まっている 

24% 

    2. 事業承継

予定であり、

後継者候補は

いるが、決

まっていない 

26% 

    3. 事業承継

したいが、後

継者候補がい

ない 

12% 

    4. 事業を売

却又は廃業す

る予定である 

7% 

    5. 事業をど

うするかは、

関連会社の意

向による 

3% 

    6. 事業承継

について考え

ていない 

24% 

7. その他 

[パーセンテー

ジ] 

事業承継の予定 

事業承継 

• 60%以上が事業承継の意志あり 

• 19%が廃業予定もしくは承継した
いが後継者がいない。 

• 課題 
– 事業の将来性 

– 後継者の育成 

 

 

0 50 100 150 200

8. 相談相手の不在 

10. その他 

2. 相続税・贈与税の対策 

1. 事業資産の譲渡 

4. 借入金・債務保証の引継ぎ 

9. 特になし 

6. 承継後の事業計画 

3. 取引先との関係維持 

5. 後継者の育成 

7. 事業の将来性 

事業承継の課題 
n=338 

7. 事業の将来性

5. 後継者の育成

3. 取引先との関係維持

6. 承継後の事業計画

9. 特になし

4. 借入金・債務保証の引継ぎ

1. 事業資産の譲渡

2. 相続税・贈与税の対策

10. その他

8. 相談相手の不在

（回答数） 
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1. 行ってい

る 

47% 

2. 行ってい

ないが、今

後取り組む

予定である 

12% 

3. 行ってお

らず、今後

も取り組む

予定はない 

41% 

社会貢献活動 

社会とのかかわり 

• 社会貢献活動→約60％の企業が関心がある 

• 企業はCSRで地域社会とのつながりをめざす 

0 50 100 150

10. その他 

5. 売上の増加 

2. 従業員満足度の向上 

8. 情報発信力の向上 

3. 取引先・他企業からの信頼… 

9. メリットはない 

7. 情報収集力の向上 

1. 知名度の向上 

6. 多様な人脈の形成 

4. 地域社会からの信頼の向上 

CSRのメリット 
n=211 

4.
地域社会からの
　信頼の向上

6. 多様な人脈の形成

1. 知名度の向上

7. 情報収集力の向上

9. メリットはない

3.
取引先・他企業からの
　信頼の向上

8. 情報発信力の向上

2. 従業員満足度の向上

5. 売上の増加

10. その他

（回答数） 
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小平市への立地意識 

• 自然環境→高 

• 人材確保→低 

• 求人→高 
• 企業は小平市への立地につ

いて深く意識していない 

0 20 40 60 80 100

13. 人件費が安い 

15. 商業・サービス業が充実… 

9. 輸送コストが低い 

11. 求人が容易である 

12. 優秀な人材が多い 

17. 良質な水や工業用水が得… 

14. 保育園等の施設等が充実… 

2. 住民の所得が高い 

5. 近隣に大学や研究機関が立… 

1. 商圏人口が多い 

19. その他(  ) 

4. 近隣に主要な仕入先が立地… 

10. 地価・不動産賃貸料が安い 

3. 近隣に主要な販売先が立地… 

6. 都心からのアクセスが良い 

7. 鉄道交通の便が良い 

16. 地盤が安定 

8. 道路交通の便が良い 

18. 自然環境が良い 

立地上の強み n=304 

0 20 40 60 80

18. 自然環境が悪い 

16. 地盤が不安定 

17. 良質な水や工業用水が得… 

5. 近隣に大学や研究機関が立… 

9. 輸送コストが高い 

14. 保育園等の施設等が充実… 

13. 人件費が高い 

12. 優秀な人材が少ない 

4. 近隣に主要な仕入先が立地… 

2. 住民の所得が低い 

19. その他（  ) 

3. 近隣に主要な販売先が立地… 

10. 地価・不動産賃貸料が高い 

15. 商業・サービス業が充実… 

1. 商圏人口が少ない 

6. 都心からのアクセスが悪い 

7. 鉄道交通の便が悪い 

8. 道路交通の便が悪い 

11. 求人が困難である 

立地上の弱み 
n=260 

18. 自然環境が良い

8. 道路交通の便が良い

16. 地盤が安定

7. 鉄道交通の便が良い

6. 都心からのアクセスが良い

3. 近隣に主要な販売先が立地している

10. 地価・不動産賃貸料が安い

4. 近隣に主要な販売先が立地している

19. その他

1. 商圏人口が多い

5. 近隣に大学や研究機関が立地している

2. 住民の所得が高い

14. 保育園等の施設等が充実している

17. 良質な水や工業用水が得やすい

12. 優秀な人材が多い

11. 求人が容易である

9. 輸送コストが低い

15. 商業・サービス業が充実している

13. 人件費が安い

11. 求人が困難である

8. 道路交通の便が悪い

7. 鉄道交通の便が悪い

6. 都心からのアクセスが悪い

1. 商圏人口が少ない

15. 商業・サービス業が充実していない

10. 地価・不動産賃貸料が高い

3. 近隣に主要な販売先が立地していない

19. その他

2. 住民の所得が低い

4. 近隣に主要な仕入先が立地していない

12. 優秀な人材が少ない

13. 人件費が高い

14. 保育園等の施設等が充実していない

9. 輸送コストが高い

5. 近隣に大学や研究機関が立地していない

17. 良質な水や工業用水が得づらい

16. 地盤が不安定

18. 自然環境が悪い

（回答数） （回答数） 



0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

10.金融支援 

7.人材確保・育成支援 

9.事業承継への支援 

2.販路開拓・販売促進支援 

11.支援施策の情報提供 

12.その他 

1.経営戦略・事業計画立案支援 

8.経営革新・事業再生支援 

6.業務効率化支援 

5.新分野への進出支援 

4.商品開発・技術開発支援 

3.海外展開支援 

希望する市からの支援 

全体 積極的企業 

n=312 
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事業所動向調査まとめ 

• 課題 
– 全ての業種で人手不足 

– 経営に積極的な企業が 
一定数存在している 

– 事業承継の課題 
– 小平市への立地を意識し
ていない 

 

• 市への希望 
– 金融支援と並んで人材確
保・育成支援を希望 

– 積極的企業では、市への
支援を強く望んでいる 

– CSRの仕組み、CSRに取
り組める人材 

 

 

10. 金融支援

7. 人材確保・育成支援

9. 事業承継への支援

2.
販路開拓・
　販売促進支援

11. 支援施策の情報提供

12. その他

1.
経営戦略・
　事業計画立案支援

8.
経営革新・
　事業再生支援

6. 業務効率化支援

5. 新分野への進出支援

4.
商品開発・
　技術開発支援

3. 海外展開支援
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3．農家意向調査 
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0 50 100 150 200 250

11.   インターネット等の通信… 

8.   東京都など公共団体と契… 

10.   ジャム等加工品として販売 

4.   スーパーなどへ契約出荷 

6.   飲食店への出荷 

9.   造園利用・造園卸し 

7.   もぎ取りや摘み取りで消… 

13. その他 

12.   産業まつり等のイベント 

1.   市場に出荷 

5.   学校給食に供給 

2.   小平ファーマーズマー… 

3.   個人で直売（庭先販売、… 

販売方法 
n=276 

生産と販売 

• 露地野菜と果樹生産が卓越 
• 個人で直売が卓越、小平ファーマーズマーケット
に出荷 

0 50 100 150 200 250

7. その他 

4. 花卉 

3. 植木・造園 

2. 施設野菜 

6. 果樹（うめ、くり） 

5. 果樹（ぶどう、なし、ブルー

ベリー、柿など） 

1. 露地野菜 

農業収入 
n=277 

       1．露地野菜 

       5．果樹（ぶどう、なし、 
         ブルーベリー、柿など） 

       6．果樹（うめ、くり） 

       2．施設野菜 

       3．植木・造園 

       4．花卉 

       7．その他 

 3.   個人で直売（庭先販売、 
      直売スタンド、無人店舗、宅配便） 

 2.   小平ファーマーズマーケットで販売 

 5.   学校給食に供給 
 

 1.   市場に出荷 

 
12.   産業まつり等のイベント 

 
13. その他 

 
 7.   もぎ取りや摘み取りで消費者に販売 

 
 9.   造園利用・造園卸し 

 
 
 6.   飲食店への出荷 

 
 4.   スーパーなどへ契約出荷 

10.   ジャム等加工品として販売 

 8.   東京都など公共団体と契約して販売 

11.   インターネット等の通信販売 

（回答数） 
（回答数） 
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農地について 

• 小川町の農地が多い 

• 方向性は現状維持をめざす傾向 

0 50 100 150 200

農地の方向性 n=277 

小平市における地域別農地面積 

2．現状を維持したい  

4．相続等の税負担のため 
  現状維持は困難  

3．担い手不足のため 
  現状維持は困難  

5．農地を貸したい  

1．農地を拡大したい  

6．その他  

（回答数） 
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1. 後継者は決

まっており既に

農業に従事して

いる 

20% 

2. 後継者は決

まっているが、

現在は農業に従

事していない 

18% 

3. 現在は決まっ

ていないが、将

来後継者になり

そうな者がいる 

19% 

4. 現在は決まっ

ておらず、将来

も後継者になり

そうな者がいな

い 

43% 

後継者 
n=285 

0 20 40 60 80 100 120 140

5. ある部門（加工品）につい… 

10.  その他 

4. ある部門の（作物栽培）に… 

1. 農業経営の中心となっている 

7.  簿記や帳簿の整理を担当 

8.  直売の販売を担当 

2. 労働力の中心的な担い手 

6.  販売の中心となっている 

9.  農業に関わっていない… 

3. 労働力の補助的な担い手 

女性の役割 
n=274 

農業の担い手 

• 農業従事者の43％は後継者がいない 

• 農家の女性は農業労働の補助を担当 

 3．労働力の補助的な担い手 

  
 9．農業に関わっていない 
  （家事、他の仕事など） 

 6．販売の中心となっている 

 2．労働力の中心的な担い手 

  
 8．直売の販売を担当 

  
  
 7．簿記や帳簿の整理を担当 
  

 1．農業経営の中心となっている 

 
 4．ある部門の（作物栽培） 
    について責任をもっている 

  10．その他 

 5．ある部門（加工品） 
    について責任をもっている 

（回答数） 
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農業経営 

• 農業経営の課題は税負担と労働力 

• 省力、少量多品目の農業をめざす傾向 

 

0 50 100 150

8. 農産物の販売先がない 

10. 堆肥等の臭いで苦情を言… 

12. その他 

4. 鳥獣による被害が多い 

5. 後継者や担い手がいない 

11. 野菜や剪定枝の残滓の処… 

2. 宅地化が進み農薬散布が十… 

1. 宅地化が進み通風や日照、… 

3. 空き缶やゴミなどの不法投… 

7. 農業収益が労働の割には少… 

6. 高齢のため体力的に厳しく… 

9. 相続税等の税の負担が重い 

農業経営の課題 n=275 

0 20 40 60 80 100

13. 商品開発や農産物加工に… 

14. その他 

11. 農作業の委託や市民の支… 

6. 市民農園(*)などの市民的利… 

10. 多量少品目の農業を進める 

12. 新たな作目を導入し高収… 

2. 新技術導入による高収益を… 

3. 有機、減農薬、無農薬栽培… 

1. 施設活用による高収益を目… 

5. 土づくりを重視した農業に… 

9. 少量多品目の農業を進める 

4. 省力型の農業に取り組む 

今後の農業経営 n=251 

 9. 相続税等の税の負担が重い 

 6. 高齢のため体力的に厳しくなってきた 

 7. 農業収益が労働の割には少ない 

 3. 空き缶やゴミなどの不法投棄が多い 

 1. 宅地化が進み通風や日照、水はけが悪化  
     している 

 2. 宅地化が進み農薬散布が十分にできない 
 

11. 野菜や剪定枝の残滓の処理がむずかしい 

 5. 後継者や担い手がいない 

 4. 鳥獣による被害が多い 

12.その他 

10. 堆肥等の臭いで苦情を言われる 

 8. 農産物の販売先がない 

 4. 省力型の農業に取り組む 

 9. 少量多品目の農業を進める 

 5. 土づくりを重視した農業に取り組む 

 1. 施設活用による高収益を目指す 

 3. 有機、減農薬、無農薬栽培に取り組む 

 
 
 2. 新技術導入による高収益を目指す 
 

12. 新たな作目を導入し高収益を目指す 

10.多量商品目の農業を進める 
 
 
 6．市民農園などの市民的利用を図る 

11.農作業の委託や市民の支援を募る 

14.その他 
 

13. 商品開発や農産物加工によって 
     特産物をつくる（農業の6次産業化を含む） 

（回答数） （回答数） 
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0 50 100 150 200

11. その他 

6. 農業体験農園の設置による交流 

5. 学童農園など学校を通した交流 

9. まちづくりについての懇談会による交流 

2. 農産物の調理方法の講習等による交流 

7. 観光農園の設置による交流 

8. 農地周辺の緑化や花の植栽などによる交流 

3. 農作業への協力、農業体験による交流 

10. 関心がない 

4. 地域の行事等による交流 

1. 農産物の販売を通した交流 

地域住民とのふれあいで望むこと 
n=257 

0 50 100 150 200

5. 市民の農業体験の場 

9. その他 

6. 子どもの情操教育、環境教育 

3. 過密化の解消やオープンス… 

8. 地表温度の低下や大気の浄… 

2. うるおいある景観 

1. 雨水の保水や自然、生態系… 

7. 季節の変化を感じさせる役割 

4. 環境の保持や防災空間 

都市農業の役割 
n=256 

これからの都市農業 

• 市民との交流に関心 
• 一方、市民の農業体験
の需要とはギャップ 

• 都市農業の役割 

– 環境や生態系→高 

  4. 環境の保持や防災空間 
 

 
  7. 季節の変化を感じさせる役割 

 
  1. 雨水の保水や自然、生態系の 
  保全の場 

 
  2. うるおいある景観 

 
 
  8. 地表温度の低下や大気の 
   浄化機能 

 
  3. 過密化の解消やオープン 
   スペース 

 
  6. 子どもの情操教育、環境教育 

 
  9. その他 

 
 
  5. 市民の農業体験の場 

（回答数） （回答数） 
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0 20 40 60 80 100 120

2. 有機栽培用の種苗が手に入らない・

入りにくい 

8. その他 

1. 有機物が手に入らない・入りにくい 

6. 周辺農家と一緒に行わないと難しい 

4. 収量が低くなる 

7. 技術・知識が十分にない 

5. 虫食いなどで売れないなど心配であ

る 

3. 手間や費用がかかる 

有機栽培の課題 
n=222 

有機農業について 

• 有機農業、減農薬栽
培への一定の関心 

• 手間や費用の課題 

– 技術支援の可能性 

0 20 40 60 80 100

4. 以前はやっていたが今はやめている 

1. すでに有機栽培を行っている 

3. 減化学肥料を利用している 

2. すでに減農薬栽培を行っている 

6. 関心がない 

5. 関心はあるがまだ行っていない 

有機栽培への関心 
n=250 

（回答数） （回答数） 



• 小平市民と農業 

–小平市民の農や自然への関心 

–市内の農地は身近な自然として重要 

 

• 農業と市民の交流 

–農家は農産物を消費してもらいたい 

 

• 農業経営 

–農家は農業所得の増加を望んでいる 

 

 

 

農家意向調査まとめ 
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4．ヒアリング結果 



• 市内の大手企業4社に実施 
– 部品製造3社、食品会社1社 

 
• 小平市に立地するメリット、事業課題、CSRの質問を重視 

 
• 大手企業の小平市立地のメリット 

– 特にない、「東京都」に立地するネームバリュー 

 

• 課題 
– 業種を問わず人材不足 

– 事業所周辺の宅地化の進展によって操業しづらい状況が顕在化 

 

• 企業と地域のつながり 
– 企業はCSR手法を模索している 

– 本業に関連する市とのかかわりや連携を希望している 
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• 市内の中小企業10社に実施 
– 製造業3社、サービス2社、食品3社、建設業1社、運輸業1社 

 
• 立地上のメリット 

– 特にない、創業の地として小平を重視している会社もある 

 
• 課題と現状 

– 大企業と同様に工場周辺の宅地化による操業環境の悪化 

– 人材採用の課題をかかえている 

– 今までは行政の支援に頼らずに操業 

 
• 企業と地域とのつながり 

– CSRについては、主にB to Cの会社が企業の知名度向上を目指し
てイベントに積極的に参加・企画している 

– CSRへの意欲はあるが、ノウハウがない 
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• 市内の6商店会を対象に実施 

• 商店街の状況 
– 一部の商店街を除いて、空き店舗はチェーン店などで埋ま
る 

– 利用客数の多い花小金井駅や一橋学園駅などの駅前商店街
では、若い商店主も入ってきている 

 

• 高齢化と商店街の課題 
– 高齢で店舗経営が体力的に厳しい 

– 閉店後に2階に居住することでシャッター通り化 

– 商店街の発展を望む市民ニーズとの乖離 

 

• 商店街の今後 
– 商店街の枠を超えた連携の試み 
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• 市内農家12軒に実施 

• 農家の課題 

– 周辺の宅地化 

– 野焼きができないため病気の作物の処理問題 

 

• 所得について 

– ほとんどの農家は農業所得よりも不動産所得が多い 

– 不動産所得に頼らない農業経営を目指している 

 

• 農業と観光 

– 体験農園や直売所を経営する農家→取り組みに積極的 

– 市場出荷を重視する農家→取り組みに消極的 
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